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彼
ら
は
、
憲
法
二
十
七
条
（
エ
ヒ
ー
ド
制
）
の
撤
回
、

土
地
や
資
源
の
社
会
的
所
有
を
強
化
す
る
こ
と
、
土
地

所
有
面
積
の
制
限
強
化
、
会
社
法
人
に
よ
る
土
地
所
有

の
禁
止
を
定
め
る
こ
と
、
そ
し
て
生
産
を
高
め
る
た
め

の
国
家
の
援
助
な
ど
を
メ
キ
シ
コ
政
府
に
要
求
し
て
い

る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
は
何
が
原
因
で
ど
の
よ
う
な

形
で
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
チ
ア
パ
ス
の
農
民
に
「
追
い
討

ち
を
か
け
る
」
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
チ
ア
パ
ス
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
影
響
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
ゆ
う
こ
と
か
。
そ
れ
を
知

る
た
め
に
、
ま
ず
は
チ
ア
パ
ス
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

持
っ
た
州
な
の
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
チ
ア
パ
ス
州
の
特
徴

（
一
）
農
業
と
貧
困
の
州
チ
ア
パ
ス

チ
ア
パ
ス
は
メ
キ
シ
コ
最
南
部
、
グ
ア
テ
マ
ラ
と
の

国
境
に
位
置
し
て
い
る
。
面
積
は
七
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
全
国
第
八
位
で
あ
る
。
人
口
は
三
九
二
万
人
の
う

ち
、
先
住
民
言
語
を
話
す
の
は
八
一
万
人
。
メ
キ
シ
コ

国
内
で
は
オ
ア
ハ
カ
が
第
一
位
で
、
二
番
目
に
先
住
民

人
口
の
多
い
州
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
経
済
活
動
人
口

は
一
六
四
万
人
、
そ
の
う
ち
第
一
次
産
業
就
労
者
は
七

一
万
人
で
経
済
活
動
人
口
の
約
半
数
が
農
業
・
牧
畜
に

従
事
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
国
内
で

オ
ア
ハ
カ
に
続
く
第
二
の
農
業
の
州
と
言
わ
れ
て
い

る
。チ

ア
パ
ス
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
バ
ナ

ナ
、
マ
ン
ゴ
、
カ
カ
オ
、
砂
糖
、
大
豆
な
ど
を
産
出
し
、

何
十
億
ト
ン
も
の
第
一
次
産
品
が
ア
メ
リ
カ
、カ
ナ
ダ
、

イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
日
本
へ
と
向
か
う
。

ま
た
、

チ
ア
パ
ス
は
全
国
の
コ
ー
ヒ
ー
の
三
五
％
を
産
出
し
、

八
万
七
〇
〇
〇
人
が
コ
ー
ヒ
ー
農
業
に
従
事
し
て
い

る
。
生
産
の
四
七
％
は
国
内
市
場
に
、
五
三
％
が
外
国

へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
率
は

伸
び
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
農
民
の
生
活
は
ひ
ど
く

な
る
一
方
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
一
キ
ロ
が
、
国
外
で
平

均
八
〇
〇
〇
ペ
ソ
で
売
れ
て
も
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
に

支
払
わ
れ
る
の
は
二
五
〇
〇
ペ
ソ
に
満
た
な
い
。

ま
た
、
チ
ア
パ
ス
は
メ
キ
シ
コ
の
中
で
も
最
も
貧
し

い
州
だ
。
メ
キ
シ
コ
全
国
の
水
力
発
電
量
の
五
五
%
を

生
産
し
な
が
ら
も
、
家
庭
へ
の
電
気
の
普
及
率
は
六

五
･
一
％
で
全
国
最
低
の
普
及
率
だ
。教
育
の
面
で
は
、

一
五
歳
以
上
の
非
識
字
率
が
三
〇
・
一
％
、
ま
た
、
一

五
歳
以
上
の
初
等
教
育
未
修
了
者
の
割
合
は
六
二
・

一
％
で
、
こ
れ
も
全
国
最
低
で
あ
る
。
ま
た
、
収
入
の

面
で
は
、
法
定
最
低
賃
金
の
二
倍
以
下
（
文
化
的
生
活

を
保
障
す
る
の
が
、法
定
最
低
賃
金
の
五
倍
と
定
め
る
）

の
所
得
し
か
な
い
人
口
の
比
率
は
八
〇
・
一
％
に
も
及

ぶ
。
こ
れ
も
メ
キ
シ
コ
国
内
で
は
最
高
で
あ
る
。
水
道

の
普
及
率
は
五
七
・
一
％
で
全
国
で
は
二
番
目
に
低

い
。さ
ら
に
幼
児
死
亡
率
は
六
・
六
％
で
全
国
最
悪
だ
。

ま
た
、
チ
ア
パ
ス
の
土
地
七
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
チ
ア
パ
ス
の
土
地
面
積
は
七
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
わ
ず
か
一
九
家
族
が
所
有
し
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
革

命
後
、
カ
ル
デ
ナ
ス
政
権
下
で
は
、
大
土
地
所
有
の
解

体
や
、
小
土
地
所
有
の
保
護
育
成
、
エ
ヒ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
共
有
地
の
導
入
な
ど
、
一
貫
し
て
農
地
改
革
が
行

わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
政
権
下
で
は
名
ば
か
り
の
農
地

改
革
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
分
配
が
最

南
の
地
域
チ
ア
パ
ス
も
ま
た
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
、
土
地
独
占
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
メ
キ
シ
コ
革
命
の
後
も
大
土
地
所

有
制
が
残
り
、
自
ら
の
土
地
を
持
た
な
い
農
民
は
大
農

園
で
の
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
働
く
以
外
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
少
数
家
族
に
よ
る
土
地
独
占
問
題
が
チ
ア

パ
ス
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

（
二
）
チ
ア
パ
ス
土
地
集
中
の
過
程
　

―
―
土
地
を
め
ぐ
る
闘
争

メ
キ
シ
コ
革
命
前
の
、
デ
ィ
ア
ス
（Porfirio

D
iaz

）

大
統
領
は
、メ
キ
シ
コ
国
内
政
治
を
安
定
さ
せ
た
の
ち
、

大
々
的
な
外
国
資
本
導
入
策
の
も
と
に
国
内
産
業
開
発

を
促
進
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
チ
ア
パ
ス
に
は
コ
ー

ヒ
ー
企
業
が
進
出
し
た
。
デ
ィ
ア
ス
大
統
領
は
、
メ

キ
シ
コ
北
部
州
の
バ
ハ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
チ
ワ

は
じ
め
に

世
界
銀
行
に
よ
れ
ば
、
メ
キ
シ
コ
の
人
口
の
四
十

三
％
に
当
た
る
四
三
四
十
万
人
が
一
日
二
ド
ル
以
下
で

生
活
し
て
い
た
（
二
〇
〇
二
年
）。
一
ド
ル
未
満
が
一

八
二
〇
万
人
だ
。
メ
キ
シ
コ
大
学
院
大
学
（
コ
レ
ヒ

オ
・
デ
・
メ
ヒ
コ
）
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
二
年
は
メ
キ
シ

コ
人
の
七
六
・
八
％
が
貧
困
層
だ
っ
た
。
ま
た
、
メ
キ

シ
コ
政
府
に
よ
れ
ば
、
農
村
地
域
で
は
ほ
ぼ
全
て
の
家

庭
が
貧
困
層
か
極
貧
層
で
あ
り
、
先
住
民
十
家
族
の
う

ち
九
家
族
は
極
貧
状
態
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
人
風
刺
漫
画
家
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
バ
ラ
ハ

ス
（
エ
ル
・
フ
ィ
ス
ゴ
ン
）
は
「
新
自
由
主
義
経
済
は

全
て
の
国
民
に
対
す
る
宣
戦
布
告
な
き
戦
争
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
最
も
苦
し
ん
で
い
る
の
は
先
住
民
だ
」
と

言
っ
て
い
る
。

一
九
九
四
年
一
月
一
日
に
、
二
つ
の
大
き
な
出
来
事

が
メ
キ
シ
コ
国
内
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
1
つ
は
、
メ
キ
シ

コ
で
新
自
由
主
義
経
済
を
確
実
に
浸
透
さ
せ
る
で
あ
ろ

う
、
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
締
結
だ
。

こ
れ
は
、
メ
キ
シ
コ
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
間
で
結
ば

れ
た
協
定
で
あ
り
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
間
で
結
ば

れ
た
自
由
貿
易
協
定
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
そ
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
、
つ
ま
り
新
自

由
主
義
経
済
計
画
に
反
対
し
た
チ
ア
パ
ス
先
住
民
の
起

こ
し
た
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
の
蜂
起
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
北

米
自
由
貿
易
協
定
は
先
住
民
族
に
対
す
る
死
刑
宣
告

だ
」
と
し
て
、
チ
ア
パ
ス
の
サ
ン
ク
リ
ス
ト
バ
ル
で
蜂

起
し
た
。

こ
の
二
つ
の
出
来
事
は
新
自
由
主
義
経
済
を
支
持
す

る
ア
メ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
の
一
部
の
富
裕
層
と
、
そ
れ

に
反
対
す
る
多
く
の
貧
困
層
と
の
間
の
戦
い
を
意
味
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
本
当
に
チ
ア
パ

ス
へ
の
死
刑
宣
告
な
の
だ
ろ
う
か
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
ど

の
よ
う
に
彼
ら
の
生
活
を
追
い
詰
め
、
変
え
て
し
ま
っ

た
の
か
。

サ
パ
テ
ィ
ス
タ
の
主
張
を
そ
の
構
造
や
メ
キ
シ
コ
の

経
済
状
況
、
ま
た
チ
ア
パ
ス
の
土
地
集
中
問
題
や
農
民

の
生
活
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
自
由
貿

易
協
定
が
チ
ア
パ
ス
州
や
そ
こ
に
住
む
人
々
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

一
、
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
の
主
張

―
―
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
チ
ア
パ
ス
へ
の「
死
刑
宣
告
」だ

一
九
九
四
年
一
月
一
日
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
効
の
同
日

に
、
チ
ア
パ
ス
の
先
住
民
た
ち
は
チ
ア
パ
ス
州
の
サ
ン

ク
リ
ス
ト
バ
ル
で
蜂
起
し
た
。
彼
ら
は
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
よ
っ
て
チ
ア
パ
ス
の
多
く
の
零
細
農
家
が
米
国
産
の

関
税
の
か
か
ら
な
い
安
い
農
産
物
と
同
じ
市
場
で
競
争

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
外
国
資

本
の
企
業
進
出
に
よ
っ
て
安
い
輸
出
向
け
の
農
産
物
を

生
産
す
る
た
め
の
低
賃
金
労
働
な
ど
に
苦
し
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
と
訴
え
て
い
る
。
実
際
に
、
多
く
の
農
民

が
こ
の
一
〇
年
間
で
村
を
出
て
ア
メ
リ
カ
や
首
都
な
ど

に
出
稼
ぎ
労
働
に
出
て
い
る
。
土
地
を
失
っ
た
農
民
は

季
節
労
働
者
に
な
る
し
か
生
き
て
い
く
道
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。

な
ぜ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は

チ
ア
パ
ス
へ
の
死
刑
宣
告
な
の
か

〜
農
業
構
造
の
変
化
か
ら
〜

ス
ペ
イ
ン
語
学
科
４
年
　

柳
沢
　
那
津
子
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も
の
が
自
由
化
さ
れ
、
借
金
の
あ
る
者
や
お
金
に
困
っ

た
人
は
土
地
を
売
っ
て
、
土
地
な
し
農
民
と
な
り
、
出

稼
ぎ
労
働
者
や
大
農
園
で
の
季
節
労
働
者
へ
と
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
チ
ア
パ
ス
の
農
民
は

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
以
前
か
ら
土
地
を
巡
っ
て
大
土
地
所

有
者
た
ち
と
闘
争
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
新
自
由
主

義
経
済
改
革
に
よ
っ
て
エ
ヒ
ー
ド
（
農
業
共
同
体
）
の

譲
渡
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
チ
ア
パ
ス
の
農
地

は
以
前
に
も
増
し
て
大
土
地
所
有
者
と
農
業
資
本
に
よ

っ
て
急
速
に
集
約
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
発
効
は
そ
の

状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
チ
ア
パ
ス
の
貧
し
い
先
住
民
た
ち
が
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
発
足
の
日
に
「
も
う
、
た
く
さ
ん
だ
」
と
武
装
蜂

起
し
た
理
由
は
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
メ
キ
シ
コ
農
業
に
与
え
る
影
響
　
　

―
―
伝
統
的
農
業
の
衰
退

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
チ
ア
パ
ス
は
農
業
の
州
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
農
業
面
で
メ
キ
シ
コ

お
よ
び
チ
ア
パ
ス
に
与
え
た
影
響
を
見
る
こ
と
で
、
本

当
に
こ
の
貿
易
協
定
が
チ
ア
パ
ス
へ
の
死
刑
宣
告
で
あ

る
か
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

（
一
）
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
問
題
点
　

―
―
発
展
途
上
国
と
先
進
国
間
で
の
自
由
貿
易
協
定

一
九
九
四
年
一
月
一
日
に
発
足
し
た
北
米
自
由
貿
易

協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

シ
コ
の
三
カ
国
間
で
締
結
さ
れ
た
。人
口
四
・
三
億
人
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
約
一
一
・
九
兆
億
ド
ル
の
大
規
模
経
済
圏
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
も
た
ら
す
大
き
な
問

題
は
、
先
進
国
（
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
）
と
発
展
途
上

国
（
メ
キ
シ
コ
）
間
で
結
ば
れ
た
自
由
貿
易
協
定
と
い

う
こ
と
だ
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
見
る
と
、
メ
キ
シ
コ
は
ア
メ
リ

カ
の
お
よ
そ
八
％
で
し
か
な
く
、
所
得
も
ア
メ
リ
カ
の

約
八
分
の
一
し
か
な
い
。
経
済
規
模
と
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
差
が
あ
る
国
と
国
が
、
自
由
化
し
関
税
を
撤
廃
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
工
業
と
大
規
模
農
業
・
牧
畜
業
を

手
に
し
て
い
る
側
が
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
と
い
う
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
大
土
地
所
有
が
強
固
に

残
り
、
多
く
の
先
住
民
農
民
が
コ
ー
ヒ
ー
・
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
低
賃
金
の
日
雇
い
労
働
に
従
事
し
つ
つ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
て
細
々
と
生
活
し
て
き
た
チ

ア
パ
ス
州
の
貧
農
は
、
安
価
な
米
国
産
の
農
産
物
が
流

入
し
て
き
た
ら
な
ら
ば
、ひ
と
た
ま
り
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
メ
キ
シ
コ
の
ほ
と
ん
ど
の
零
細

農
家
に
も
た
ら
す
影
響
で
あ
り
、
先
進
国
と
発
展
途
上

国
間
の
自
由
貿
易
協
定
の
問
題
点
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
の
対
米
農
産
物
貿

易
の
約
半
分
に
相
当
す
る
広
範
な
産
品
へ
の
関
税
が
撤

廃
さ
れ
、
さ
ら
に
少
数
の
例
外
品
目
を
除
い
て
一
〇
年

以
内
に
関
税
は
全
廃
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。ま
た
、

両
国
間
の
非
関
税
障
壁
も
撤
廃
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
が
従

来
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
い
ん
げ
ん
豆
、
粉
乳
、
じ
ゃ
が
い

も
、
と
り
肉
な
ど
、
国
内
生
産
者
へ
の
影
響
が
大
き
い

産
品
に
対
し
て
採
っ
て
い
た
輸
入
許
可
制
に
代
わ
っ
て

「
関
税
化
」
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

各
産
品
に
つ
い
て
一
定
量
ま
で
は
関
税
な
し
で
輸
入
が

許
可
さ
れ
、
そ
れ
を
超
え
る
輸
入
に
対
し
て
は
一
定
の

関
税
率
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る

（
表
一
参
照
）。
適
用
さ
れ
る
ク
ォ
―
タ
や
関
税
率
は

年
々
見
直
さ
れ
、
最
も
長
期
に
わ
た
っ
て
保
護
が
続
け

ら
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
い
ん
げ
ん
豆
、
粉
乳
の
三
品

目
に
つ
い
て
も
二
〇
〇
八
年
に
は
完
全
自
由
化
が
な
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
メ
キ
シ
コ
と
ア
メ
リ
カ

の
間
で
は
関
税
撤
廃
除
外
品
目
は
な
く
、
す
べ
て
の
農

産
物
が
無
関
税
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
い
う
も
の
が
存
在

す
る
。
そ
れ
は
国
内
産
業
を
守
る
た
め
に
、
輸
入
が
急

激
に
増
加
し
た
際
に
発
動
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
は

関
税
撤
廃
移
行
期
間
し
か
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

二
〇
〇
八
年
以
降
は
メ
キ
シ
コ
は
国
内
産
業
を
守
る
手

段
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

ワ
、
お
よ
び
チ
ア
パ
ス
な
ど
南
部
諸
州
の
広
大
な
人
口

過
疎
地
ま
た
は
未
開
地
を
開
拓
・
殖
民
す
べ
く
、
一
八

八
三
年
に
「
未
墾
地
拓
殖
法
」
を
制
定
し
、
未
開
墾
地

を
測
量
し
た
会
社
に
は
そ
の
報
酬
と
し
て
既
測
地
の
三

分
の
一
を
譲
渡
す
る
条
件
で
開
拓
を
す
べ
て
「
土
地
測

量
会
社
」
に
委
託
し
た
。
さ
ら
に
一
八
九
四
年
に
同
法

が
「
未
墾
地
売
買
譲
渡
法
」
に
改
正
さ
れ
る
と
土
地

獲
得
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
チ
ア
パ
ス
の
土
地
の
多
く

が
そ
の
よ
う
な
測
量
会
社
へ
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
結
果
当

時
州
に
登
録
さ
れ
て
い
た
集
落
の
お
よ
そ
四
％
が
小
農

が
所
有
す
る
農
地
、
八
八
％
が
大
農
園
と
分
類
さ
れ
、

チ
ア
パ
ス
州
の
農
村
人
口
の
約
五
八
％
が
そ
れ
ら
の
大

農
園
で
働
く
農
業
労
働
者
（
ぺ
オ
ン
）
に
な
っ
た
。
ま

た
、
一
八
八
九
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま
で
の
二
〇
年
間

で
、
大
農
園
の
数
は
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
デ
ィ
ア
ス
政
権
の
下
、
資
本
と
外
国
移
民
を
導

入
さ
れ
、
輸
出
向
け
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
大
々
的
に
促

進
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
メ
キ
シ
コ
政
府
は
、
米
国
人
が
経
営
す
る

「
メ
キ
シ
コ
・
チ
ア
パ
ス
拓
殖
会
社
」
に
コ
ー
ヒ
ー
栽

培
事
業
促
進
の
た
め
に
五
〇
万
エ
ー
カ
ー(

約
二
〇
二

四
裄)

を
譲
渡
し
、
一
八
八
七
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

移
民(

七
五
％)

と
メ
キ
シ
コ
人
入
植
者(

二
五
％)

か

ら
成
る
農
業
殖
民
地
を
建
設
す
る
目
的
で
、
外
資
系
の

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
オ
ブ
・
メ

キ
シ
コ
」
に
同
社
が
測
量
し
た
広
大
な
未
開
地
を
払
い

下
げ
た
。
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
測
量
会
社
に
も
土
地
が
譲

渡
さ
れ
、
な
か
で
も
「
メ
キ
シ
コ
拓
殖
会
社
」
は
ソ
コ

ヌ
ス
コ
全
域
に
二
十
五
万
千
六
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル(

約

二
五
一
一
裄)

の
土
地
を
所
有
し
、
そ
の
結
果
、
チ
ア

パ
ス
全
域
で
は
じ
つ
に
二
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル(

約

二
万
裄)

も
の
土
地
が
少
数
の
測
量
会
社
に
よ
っ
て
独

占
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
産
業
振
興
政
策
の
一
環
と
し

て
チ
ア
パ
ス
州
に
コ
ー
ヒ
ー
産
業
が
導
入
さ
れ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
耕
地
が
土
地
測
量
会
社
の
所
有
に
組
み
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
共
同
体
の
土
地
を
失
っ
た
農
民
は
こ

の
よ
う
な
企
業
農
園
で
季
節
労
働
者
へ
と
変
化
し
て
い

っ
た
。

一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
三
〇
年
間
、

チ
ア
パ
ス
州
は
農
地
か
ら
牧
場
地
へ
の
転
換
期
に
入

る
。
農
業
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
歴
代
政
府
が

採
用
し
て
い
た
政
策
の
ひ
と
つ
が
、
全
国
規
模
に
お
け

る
畜
産
復
興
政
策
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
制
定
の
チ
ア

パ
ス
州
牧
畜
法
で
は
、
牧
畜
業
者
を
保
護
す
る
た
め
の

多
く
の
特
権
的
な
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四

〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
に
か
け
て
牧
草
地
の
面
積
は
二

倍
強
、
牛
の
頭
数
は
五
倍
近
く
に
増
加
し
て
い
る
。
コ

ー
ヒ
ー
価
格
の
低
下
と
、
そ
れ
に
反
比
例
し
た
牛
肉
価

格
の
上
昇
を
契
機
に
コ
ー
ヒ
ー
の
大
農
場
が
牧
場
に
転

換
す
る
事
例
が
見
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
外
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
牧
畜

業
に
お
け
る
投
資
資
本
量
や
労
働
量
の
低
さ
と
い
う
内

的
要
因
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
九
年
の
コ
ー
ヒ

ー
国
際
価
格
の
急
落
に
よ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
農
業
の
衰
退

に
拍
車
が
か
か
る
。
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
初
頭

に
か
け
て
の
コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
価
格
の
急
落
は
チ
ア
パ

ス
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
農
家
を
直
撃
し
た
。
農
業
資
金
融

資
の
返
済
が
不
可
能
に
な
っ
た
弱
小
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家

は
、
農
園
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
足
に
む
け
、
サ
リ
ー
ナ
ス
政
権
下
で

は
、
憲
法
二
七
条
の
改
正
、
つ
ま
り
エ
ヒ
ー
ド
制
（
共

有
地
制
度
）
の
撤
廃
が
行
わ
れ
た
。
サ
リ
ー
ナ
ス
大
統

領
は
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
新
自
由
主
義
経
済
）
へ

歩
み
だ
そ
う
と
、「
土
地
」
の
問
題
よ
り
も
「
生
産
性
」

を
重
視
し
た
政
策
へ
乗
り
出
し
た
。
メ
キ
シ
コ
革
命
以

来
続
い
た
エ
ヒ
ー
ド
の
分
配
形
式
が
廃
止
さ
れ
、ま
た
、

私
有
地
に
関
す
る
制
限
に
つ
い
て
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ

て
株
式
会
社
に
よ
る
農
地
の
所
有
が
認
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
株
式
会
社
は
個
人
所
有
地
の
二
十
五
倍
ま
で
農

地
を
所
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。エ
ヒ
ー
ド
は
分
割
、

売
買
、
賃
貸
借
、
譲
渡
が
可
能
と
な
っ
た
。
エ
ヒ
ー
ド

の
売
却
が
法
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
大
土
地
所
有
者
や
外
国
企
業
が
土
地
を
握
る
環
境
を

整
え
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
零
細
農
民
の

よ
う
な
経
済
的
弱
者
に
と
っ
て
は
、
保
護
さ
れ
て
い
た
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の
で
は
な
か
っ
た
。

四
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
チ
ア
パ
ス
農
業
に
与
え
る
影
響

―
―
本
当
に
チ
ア
パ
ス
へ
の
死
刑
宣
告
か

（
一
）
チ
ア
パ
ス
の
農
業
構
造
の
変
化

―
―
野
菜
・
果
実
生
産
の
増
加

チ
ア
パ
ス
の
主
要
農
産
物
の
中
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
全
国
の
一
一
％
を
占
め
、

メ
キ
シ
コ
国
内
で
は
第
三
位
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産

地
で
あ
る
。
チ
ア
パ
ス
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
に

関
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
に
は
１，
０
７
５，
３
４
８
ト

ン
で
あ
る
の
に
対
し
一
九
九
八
年
に
は
１，
７
５
５，
８

５
８
ト
ン
と
増
加
し
て
い
る
。Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
、

一
九
九
四
年
以
降
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
安
価
な
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
は
伸
び
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
主
作
物
と
す
る
小
農
・
零
細
農
に
対
し
て

「
農
村
直
接
支
援
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、
各
種
の
保

護
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
も
輸
入
自
由
化
に
よ
る
生
産
価
格
の
低

下
に
対
す
る
補
償
措
置
と
し
て
の
機
能
し
か
果
た
し
て

お
ら
ず
、
生
産
性
の
向
上
や
、
栽
培
作
物
の
転
換
の
手

段
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

次
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
足
後
に
著
し
く
の
び
て
い
た

野
菜
や
果
実
の
生
産
量
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
ト
マ
ト

や
マ
ン
ゴ
な
ど
、
非
伝
統
的
農
産
物
の
輸
出
が
増
え
て

い
れ
ば
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
影
響
を
チ
ア
パ
ス
も
受
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

表
四
に
よ
れ
ば
、
チ
ア
パ
ス
で
生
産
さ
れ
て
い
た
野

菜
や
果
実
の
生
産
量
の
推
移
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
前
後
を
比

べ
て
見
る
と
、
右
肩
上
が
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ト
マ
ト
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
足
後
の
二
〇
〇

〇
年
で
は
九
〇
年
と
比
べ
、
そ
の
量
は
七
倍
以
上
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ン
ゴ
や
バ
ナ
ナ
は
元
々

チ
ア
パ
ス
の
主
要
農
産
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
生

産
量
も
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、
特
に
パ
パ
イ
ヤ
に
つ

い
て
は
、
九
〇
年
に
比
べ
る
と
二
〇
〇
〇
年
は
三
六
倍

も
増
加
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
野
菜
や
果
物
な
ど
輸
出
量
増
加
に

比
例
し
て
、
チ
ア
パ
ス
の
野
菜
や
果
物
の
生
産
も
増
加

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
チ
ア
パ
ス
に
お
け
る
農
業
構
造

も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
も
た
ら
し
た
問
題

―
―
無
収
入
人
口
の
増
加

農
産
物
の
輸
出
増
加
に
伴
い
そ
の
生
産
量
も
増
加
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
チ
ア
パ
ス
の
大
土
地
所
有
者

も
多
大
な
労
働
力
を
必
要
と
し
、
雇
用
の
増
加
に
繋
が

る
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

チ
ア
パ
ス
の
完
全
失
業
率
を
見
て
み
る
と
一
九
九
五

年
に
六
・
五
％
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
減

少
を
続
け
二
・
二
％
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
前

述
し
た
よ
う
な
農
産
物
の
輸
出
の
増
加
は
チ
ア
パ
ス
の

農
民
た
ち
の
雇
用
に
多
少
な
り
と
も
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

国
内
市
場
向
け
の
生
産
に
比
べ
輸
出
向
け
の
野
菜
や

果
物
の
生
産
で
は
、
消
費
国
の
好
み
や
規
格
に
合
わ
せ

た
産
品
を
市
場
に
出
荷
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
そ
う
し
た
選
別
や
箱
詰
め
作
業
な
ど
従
来
の
労
働

に
比
べ
、
産
品
へ
の
細
か
い
配
慮
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
も
、
雇
用
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
国

籍
企
業
に
よ
る
生
産
・
加
工
・
流
通
の
組
織
化
に
よ
っ

て
季
節
労
働
の
重
要
性
も
次
第
に
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
多
国
籍
企
業
は
市
場
の
確
保
・
拡
大

を
狙
い
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
た
め
、
季
節
に
関

わ
り
な
く
で
き
る
だ
け
長
期
に
わ
た
っ
て
野
菜
や
果
物

の
供
給
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
企
業
的
農

業
の
発
達
は
日
雇
農
業
労
働
者
へ
の
新
た
な
雇
用
を
創

出
し
た
。
か
つ
て
日
雇
い
労
働
者
の
需
要
が
多
か
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
や
綿
花
生
産
に
お
い
て
の
収
か
く
期
や
生
産

地
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
今
日
の
野
菜
・

果
物
生
産
は
流
通
や
加
工
が
一
体
化
さ
れ
、
そ
の
雇
用

も
安
定
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
よ
っ
て
完
全
失
業
率
は
低

（
二
）
メ
キ
シ
コ
経
済
へ
の
影
響

―
―
輸
入
が
増
え
た
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

図
一
を
見
る
と
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
効
の
年
で
あ
る
九

四
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
顕
著
な
成
長
を
見
せ
て
い
る
。
し
か

し
、
翌
年
の
九
五
年
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
一
気
に

マ
イ
ナ
ス
へ
と
転
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
九
四
年
に

発
生
し
た
ペ
ソ
危
機
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る
。し
か
し
、

九
六
年
、
九
七
年
に
か
け
て
高
い
成
長
率
を
取
り
戻
し

て
お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
で
見
る
限
り
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
成
果
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
輸
出
入
額
を
見
て
み
る
（
図
二
参
照
）。
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
効
以
来
、輸
出
入
額
の
増
加
が
著
し
い
が
、

九
五
年
か
ら
九
七
年
の
三
年
間
を
除
い
て
、
輸
入
額
が

輸
出
額
を
上
回
り
貿
易
収
支
赤
字
が
続
い
て
い
る
。
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
メ
キ
シ
コ
の
輸
出
に
も
た
ら
し
た
影
響
は

十
分
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
分
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
か

ら
無
関
税
の
安
い
農
産
物
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
関
税
撤
廃
除
外
品
目
が

メ
キ
シ
コ
ー
ア
メ
リ
カ
間
に
は
な
い
こ
と
や
、
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
が
な
い
こ
と
が
メ
キ
シ
コ
に
ア
メ
リ
カ
の
農
畜

産
物
を
流
入
さ
せ
て
い
る
大
き
な
要
因
と
見
ら
れ
る
。

（
三
）
農
産
物
輸
出
入
の
構
造
変
化

―
―
伝
統
的
農
産
物
か
ら
非
伝
統
的
農
産
物
へ
の
転換

農
産
物
輸
出
入
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
ま
ず
輸
入
に

つ
い
て
は
、
最
も
重
要
な
主
食
作
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
輸
入
量
は
、
七
〇
年
代
後
半
の
石
油
ブ
ー
ム
期

に
急
増
し
た
後
、
一
旦
減
少
し
て
い
た
が
、
九
〇
年
代

に
は
再
び
大
き
く
伸
び
、
国
内
総
供
給
量
の
約
四
分
の

一
を
賄
う
ま
で
に
な
っ
た
。

同
様
に
、
小
麦
も
輸
入
が
急
増
し
、
九
〇
年
代
後
半

に
は
国
内
生
産
が
や
や
減
少
に
向
か
う
中
で
、
今
日
で

は
国
内
生
産
量
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
量
が
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
穀
物
は
輸
入
増
加
に
も
拘
ら

ず
、
作
付
面
積
は
、
小
麦
の
場
合
や
や
減
少
し
て
い
る

が
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
変
化
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
大
多
数
の
零
細
農
家

に
と
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
最
も
重
要
な
主
食
の
作
物

で
あ
り
、
た
と
え
輸
入
増
加
に
よ
っ
て
そ
の
市
場
価
格

が
低
下
し
た
と
し
て
も
自
給
生
産
は
維
持
す
る
農
家
が

多
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
輸
入
が
完
全
に
自
由
化
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
小
農
に

は
商
業
生
産
を
諦
め
、
土
地
を
放
棄
す
る
か
、
自
給
農

家
に
な
る
か
の
選
択
し
か
な
く
、
こ
の
割
合
は
一
層
高

く
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。

他
方
、
輸
入
の
急
増
に
よ
っ
て
国
内
生
産
の
急
減
を

引
き
起
こ
し
た
作
物
は
大
豆
で
あ
る
。表
二
を
み
る
と
、

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
以
後
大
豆
生
産
量
の
成
長
率
は
一
一
・

三
％
と
激
し
く
落
ち
込
ん
で
い
る
。
大
豆
の
国
内
生
産

の
減
少
は
八
〇
年
代
後
半
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
が
、
特

に
九
〇
年
代
後
半
に
は
急
激
に
減
少
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、農
産
物
輸
出
も
ま
た
大
き
く
増
加
し
、

そ
の
構
成
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
メ
キ
シ
コ
は
従
来
か

ら
大
量
の
農
産
物
を
輸
出
し
て
き
た
が
、
伝
統
的
輸
出

品
目
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
、
綿
花
、
砂
糖
な
ど
は
世
界
市

場
で
の
需
要
の
伸
び
が
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
た
め
、

政
府
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
や
果
物

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
非
伝
統
的
輸
出
農
産
物
の
生
産
を

積
極
的
に
推
進
し
た
。
表
二
で
も
表
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
農
産
物
生
産
量
の
生
産
率
は
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
後
に

は
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
そ
れ
が
大
き
く
伸
び
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
農
産
物
輸
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
野
菜
と
果
物
で
五
〇
％
以
上
に
も
な
る

（
表
三
参
照
）。
作
付
け
面
積
で
見
て
も
、
野
菜
は
八
〇

年
代
初
頭
の
三
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
今
日
で
は
六
〇

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
果
物
は
同
じ
く
一
〇
六
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
か
ら
一
二
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
急
増
し
、
特
に

野
菜
生
産
の
伸
び
が
著
し
い
。

野
菜
･
果
物
の
輸
出
機
会
の
拡
大
は
、
伝
統
作
物
か

ら
非
伝
統
作
物
へ
と
メ
キ
シ
コ
の
農
作
物
生
産
構
造
に

お
い
て
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
た
が
、
こ
う
し
た
生
産

構
造
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
大
規
模
で

近
代
的
な
農
家
で
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

生
産
に
必
要
な
新
し
い
技
術
の
導
入
は
リ
ス
ク
と
コ
ス
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ロ
コ
シ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
安
く
輸
入
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の
競
争
に
は
勝
て
な

い
。
競
争
か
ら
の
敗
退
を
迫
ら
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生

産
農
家
の
収
入
は
激
減
し
た
た
め
、
生
計
を
立
て
る
た

め
に
劣
悪
な
労
働
条
件
の
元
で
も
働
か
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

農
民
を
支
援
す
る
は
ず
の
「
農
村
直
接
支
援
計
画
」

の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
八
年
ま
で
行
わ
れ
る
保
護
措
置

も
、
チ
ア
パ
ス
で
は
機
能
し
て
い
な
い
に
等
し
い
。
農

民
が
穀
物
輸
入
拡
大
に
よ
り
受
け
る
被
害
を
少
し
で
も

軽
減
し
よ
う
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
者
に
作
付
け

面
積
ご
と
に
直
接
支
援
金
が
小
農
に
手
渡
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
革
命

以
来
、
チ
ア
パ
ス
で
は
大
農
園
主
を
主
体
と
す
る
反
革

命
派
の
子
孫
「
チ
ア
パ
ス
一
族
」
が
国
家
と
結
び
つ
き

実
権
を
握
っ
て
お
り
、
直
接
農
民
に
支
払
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
補
助
金
も
州
当
局
を
牛
耳
る
大
農
園
主
や

商
人
、
地
主
な
ど
「
チ
ア
パ
ス
一
族
」
の
懐
を
肥
や
す

た
め
に
流
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
チ
ア
パ
ス
農
業
に

与
え
た
影
響
の
プ
ラ
ス
面
は
、
輸
出
用
非
伝
統
的
作
物

生
産
の
増
加
と
そ
れ
に
比
例
し
た
雇
用
の
増
加
で
あ

る
。
同
時
に
マ
イ
ナ
ス
面
と
し
て
、
土
地
を
失
っ
た
農

民
や
、
負
債
を
抱
え
た
農
民
は
大
農
園
で
の
無
収
入
の

労
働
に
従
事
す
る
こ
と
、
そ
し
て
地
主
制
や
少
数
の

人
々
に
牛
耳
ら
れ
腐
敗
し
た
政
治
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

弱
い
立
場
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
る
事
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
自
由
主
義
政
策
の
下
で
の
非
伝
統
的
農
産
物
輸

出
振
興
は
、
貧
困
層
に
よ
り
よ
い
安
定
的
な
生
活
を
も

た
ら
す
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
チ
ア
パ

ス
に
お
け
る
少
人
数
の
権
力
者
に
よ
る
土
地
支
配
は
、

多
く
の
小
農
を
苦
し
め
て
い
た
問
題
で
あ
り
、
そ
の
土

台
の
上
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
足
が
さ
ら
に
彼
ら
の
生
活

に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
だ
。
そ
れ
が
ま
さ
に
サ
パ
テ

ィ
ス
タ
の
言
う
「
チ
ア
パ
ス
へ
の
死
刑
宣
告
」
な
の
で

あ
る
。

下
し
て
い
る
も
の
の
、
零
細
農
家
な
ど
の
生
活
水
準
が

高
ま
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
雇
用

は
創
出
さ
れ
、
失
業
率
も
低
下
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
農
民
の
収
入
面
で
の
改
善
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

チ
ア
パ
ス
に
お
け
る
収
入
別
就
労
人
口
の
割
合
を
見
て

み
る
と
（
表
五
参
照
）、
無
収
入
の
人
口
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
後
、
一
〇
％
も
増
加
し
て
い
る
。
無
収
入
と
最
低
賃

金
以
下
の
人
口
の
割
合
は
チ
ア
パ
ス
の
就
労
人
口
の
約

七
割
に
達
す
る
。
そ
し
て
最
低
賃
金
二
倍
以
下
の
人
口

の
割
合
も
変
化
せ
ず
、
零
細
農
家
の
生
活
水
準
は
雇
用

の
拡
大
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
て
は
い
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
一
方
で
、
最
低
賃
金
五
倍
〜
一
〇
倍
以
上

の
割
合
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
後
に
そ
れ
ぞ
れ
約
二
％
増
加
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
雇
い
労
働
者
な
ど
の
雇
用
は
増

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
貧
し
い
人
々
の
生
活
水
準

は
さ
ら
に
低
く
な
り
、
大
土
地
所
有
者
な
ど
の
豊
か
な

人
々
の
生
活
水
準
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
チ
ア
パ
ス
に
も
た
ら
し
た

最
大
の
問
題
で
あ
る
。

（
三
）
腐
敗
し
た
ア
シ
エ
ン
ダ
制
度

―
―
出
来
高
制
の
労
働
者

前
述
の
よ
う
に
、
チ
ア
パ
ス
は
古
く
か
ら
の
封
建
的

地
主
制
度
が
未
だ
に
残
る
地
域
で
あ
り
、
少
数
の
権
力

者
が
土
地
を
独
占
し
て
い
る
。
憲
法
二
十
七
条
の
改
正

に
よ
っ
て
、
自
ら
の
土
地
を
失
く
し
た
農
民
は
日
雇
い

労
働
者
に
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
よ
う
な
労
働
者
の

増
加
と
同
時
期
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
農
産
物
輸
出

の
増
加
が
起
こ
り
、
こ
れ
ま
で
農
民
に
土
地
を
貸
し
て

い
た
地
主
も
非
伝
統
的
輸
出
農
産
物
の
拡
大
の
契
機
を

捉
え
て
、
自
ら
生
産
に
乗
り
出
し
た
こ
と
で
、
農
民
は

大
土
地
所
有
者
の
元
へ
多
大
な
労
働
力
と
し
て
流
れ
込

ん
だ
。

チ
ア
パ
ス
に
限
ら
ず
こ
の
よ
う
な
大
農
園
で
は
時
給

制
で
は
な
く
収
穫
給
や
ノ
ル
マ
給
と
い
っ
た
雇
用
方
法

が
と
ら
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
統
計
局
（IN

E
G
I

）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
と
、
労
働
者
の
分
類
の
中

にdestajos

（
出
来
高
払
い
の
仕
事
）
と
い
う
分
類
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
日
雇
い
の
労
働
者
や
そ
の
中
で
も
出

来
高
払
い
で
働
く
労
働
者
を
示
し
て
い
る
。
表
六
は
チ

ア
パ
ス
に
お
け
る
雇
用
構
造
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
発

足
後
の
一
九
九
四
年
に
小
農
が
減
少
し
、destajista

と

呼
ば
れ
る
労
働
者
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
最
低
賃
金
以
下
の
人
口
が
増
え
て
い
る
の
は
、
多

く
の
大
農
園
の
雇
用
主
が
労
働
者
を
ノ
ル
マ
給
や
収
穫

給
で
働
か
せ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
季
節
的

や
気
象
の
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
い
農
業
に
お
い
て

は
、
そ
の
労
働
需
要
も
不
安
定
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で

に
前
述
し
た
よ
う
に
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
雇
用
が
増

加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
無
収
入
人
口
の
割
合
が

増
え
る
原
因
は
、
チ
ア
パ
ス
独
特
の
土
地
独
占
の
問
題

に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
チ
ア
パ
ス
は
古
く
か
ら
の
封

建
的
地
主
制
度
（
ア
シ
エ
ン
ダ
制
）
が
残
っ
て
い
る
。

負
債
を
抱
え
た
農
民
は
、
そ
れ
を
パ
ト
ロ
ン
（
地
主
）

に
補
償
し
て
も
ら
う
か
わ
り
に
、
そ
の
ア
シ
エ
ン
ダ
で

無
収
入
で
働
く
。
ま
た
、
土
地
を
失
く
し
た
農
民
は
生

き
て
い
く
た
め
に
た
と
え
無
収
入
で
あ
っ
て
も
、
衣
食

住
が
保
障
さ
れ
て
い
る
ア
シ
エ
ン
ダ
で
働
く
道
を
選
ぶ

か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
多
く
の
農
民
が

ペ
オ
ン
と
な
り
無
収
入
で
働
い
て
い
る
。

一
般
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
一
九
八
四
年
に
は
三
・

五
倍
で
、
一
九
九
八
年
に
は
二
・
九
倍
に
下
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
農
村
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
、
貧
困
線
の

倍
率
で
表
す
と
一
九
八
四
年
の
三
・
五
倍
か
ら
一
九
九

八
年
に
は
二
・
五
倍
に
な
り
、
一
般
労
働
者
の
そ
れ
と

比
べ
る
と
い
っ
そ
う
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
た
。
さ
ら

に
、
大
農
園
に
お
い
て
収
穫
給
で
働
く
日
雇
い
労
働
者

の
賃
金
は
こ
の
平
均
水
準
よ
り
も
さ
ら
に
低
賃
金
と
推

定
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
社
会
保
障
制
度
の
保
護
も
受
け
ら

れ
ず
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
一
九
九
八
年
の
自
営
農
家
の
就
業
者
一

人
当
た
り
の
所
得
は
労
働
者
の
賃
金
よ
り
さ
ら
に
低

く
、
平
均
し
て
実
に
貧
困
線
の
一
・
六
倍
で
し
か
な
か

っ
た
。（C

EPAL,

〔2002

〕）

ま
た
、
チ
ア
パ
ス
の
伝
統
的
農
産
物
で
あ
る
ト
ウ
モ
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＜表1＞NAFTA関税撤廃スケジュール

〔出所：外務省ホームページ／NAFTA概要2005〕

即時撤廃 1998年撤廃 2003年撤廃 2008年撤廃

米→メキシコ ８４％ ８％ ７％ １％

メキシコ→米 ４３％ １８％ ３８％ １％

メキシコ→加 ４１％ １９％ ３８％ １％

加→メキシコ ７２％ ８％ １２％ １％

＜表2＞NAFTA前後の農産物生産量の成長率

1988-1993 1993-2004
アスパラガス －2.7 8.8
オクラ －9.1 3.9
キュウリ 0.5 5.6
トマト －1.7 2.9
サツマイモ －6.0 5.3
ユッカ －36.8 15.9
ピーナッツ －5.2 1.7
綿花の種子 －36.8 15.9
マラカス麦 2.7 12.8
大麦 －0.5 5.2
トウモロコシ 11.3 1.6
小麦 －0.5 －3.9
大豆 17.1 －11.3

〔出所：CEPAL México : evolución Económica durante
1998-1993／1993-2004〕

＜表4＞チアパス州の野菜・果物生産量の推移

1990 1992 1994 1996 1998 2000

トマト 4,980.00 4,502.00 9,239.00 21,153.00 19,305.40 35,934.80

マンゴー 72,380.00 40,621.00 75,977.00 89,425.00 207,761.00 201,009.33

パパイヤ 5,181.00 57,320.00 33,260.00 21,787.00 136,345.73 186,634.01

バナナ 454,400.00 793,447.00 900,271.00 1,160,166.00 572,797.30 701,391.21

（トン）

〔出所：ＳＩＡＰ／ANUARIO PRODUCTO DE CHIAPAS 1990-2000〕

＜表5＞月収水準別の就労人口

就労人口
無収入

最低賃金 最低賃金 最低賃金 最低賃金 最低賃金 最低賃金
特定不能

合計 以下 1～2倍 2～3倍 3～5倍 5～10倍 10倍上

1990年 854,159 162,323 341,149 180,518 68,266 35,232 19,353 11,231 36,067

1996年1,369,492418,645 497,997 247,023 74,076 77,118 35,075 7,335 39,223

1998年1,525,575418,645 485,147 290,632 103,441 86,167 60,825 12,384 23,398

2000年1,635,774366,783 611,833 323,735 100,123 102,494 67,173 16,120 47,513

〔出所：CENSO GENERAL DE POBLACION Y VIVIENDA,1990  
ENCUESTA NACIONAL DE EMPLEO CHIAPAS 1996,1998,2000〕

＜表6＞チアパスの雇用構造

1990 1994 1998 2003

出来高給料制労働者 69.9 73.9 70.4 72.1

農園経営者 4.7 4.6 6.7 6.5

自営農家 20.3 16.5 17.0 17.0

自給自足者 5.1 4.8 5.9 4.4
〔出所　ＩＮＥＧＩ　Anuario Estadistico Chiapas Edicion Empleo 1990-2003 〕
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